
第3分科会

高齢言の社含参加と

福祉の豪ちづくり

一コミュニティ・ビジネス

をつくる企業・商店街一

古谷直道（労協センター事業団）

　第3分科会は、「福祉のまちづくり」「コミュ

ニティ・ビジネス」「商店街の活性化」「高齢

者の社会参加」というもっとも今日的な幾つ

ものテーマが錯綜する実践交流と議論の場と

なりました。報告は、「地域福祉事業」と「商

店街」という二つの極から発せられていたと

思われます。

1．地域福祉事業の展開

（1）深谷における「福祉コンビ＝」の実験

岡元かつ子（労協センター事業団）

竹石研二（シネマワー力一ズ）

「深谷の労働者協同組合は、この13年の間に、

生協物流現場からスタートして、豆腐工房、

愛彩弁当、ヘルパー講座を経て、地域福祉事

業所『だんらん』へと発展してきた。一方、

映画を通して人のつながりを深め地域に貢献

しようとするシネマ・ワーカーズ（労協連加

盟、NP0）が、中心市街地の商店街にある老

舗の洋品店の2階を映画館にして、活動を開始

している。そして現在、豆腐の利用者が300人、

弁当の利用者が100人、ヘルパー講座の卒業者

が300人、介護保険利用者がl00人、そして映

画『愛染かつら』の鑑賞者が1，200人で合計

2，000人のいわば労協ファンの人たちとのつな

がりを核として活動を続けている。」

　「この深谷の労協グループと本部の共同企画

プロジェクトが合同して、9月から『福祉コン

ビニ』の実験事業が始まった。①介護機器・

健康用具の供給＝ヘルパーおよびヘルパー講

座卒業生を対象にレベルアップ講座を開催し、

機器・用具あるいは住宅改修についての理解

を深める中で機器・用具を活用し住宅を改修

して介護サービスの質を向上させる。これか

ら料理教室も企画する。②文化（映画）と結

んだデイサービス＝映固（君の名は）と移送

サービス、介護相淡、愛彩弁当による会食等

を組み合わせたミニデイサービスを開始した。

③『御用聞き・出前・個配つき商店街』とい

う方式を構想し、高齢者の生活実態調査をし

要求を聞きながら、市役所・商店街とも結ん

で中心市街地活性化への試みを行う。」

　労協・高齢協が推進する地域福祉事業所は、

介護保険対応事業・福祉関連事業・生活総合

事業という3層の事業を複合的・総合的に展開

していこうとするものですが、このことに関

するノウハウを得るためにも新しい切り口か

らの実験を始めています。新しい切り口とは、

①文化、②情報、③ものであります。

　この新しい試みを「福祉コンビニ」と銘打

って、これに関心をもつ民間企業と一緒に共

同企画のプロジェクトの形で進めています。

そしてその最初の実験を埼玉県深谷市で始め

ました。

56



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

パネリスト

岡元カツ子（労協センター事業団）

竹石研二（シネマワーカーズ）

増田忠治（兵庫県高齢者生協）

餌取順子（北海道労協旭川）

林冨士夫（秀峰園）

古賀直樹（シニアネット久留米）

田中武夫（足立区東和銀座商店街）

原田完（京都西新道錦会商店街）

コメンテーター

八幡一秀（作新学院大）

矢作弘（日本経済新聞）

コーディネーター

古谷直道（労協センター事業団）

　深谷での福祉コンビニは、まだ実験の段階

ですが、すでに興味深い成果が現れています。

　「なるほどこれは面白いし、大事なことのよ

うだ」という評価が出始めてきました。地域

福祉事業所の事業を出来るだけ複合的・総合

的なものにして行く必要性を痛感します。

（2）伊丹の全小学校区でヘルパー養成作戦

増田忠治（兵庫県高齢者生活協同組合）

　「伊丹は空港と自衛隊の町であった。空港騒

音公害反対の住民運動が町の歴史を特徴付け

ている。この運動の中で高齢者・障害者のた

めの福祉の充実・強化が推進された。伊丹労

協の福祉事業は十数年の歴史をもっている。

介護保険の時代を迎え、これまでの実績の上

に市の援助が得られ、複合型福祉施設が建設

され、これを中心として在宅介護の事業は順

調に進展を見せている。伊丹の高齢協は、す

べての小学校区（17）で地区社会福祉協議会

と組んで、ヘルパー養成講座を開催し、3～5

年のうちに、全ての小学校区に地域福祉事業

所を開設する計画を立て、実行を開始した。」

　伊丹においては、これまでの歴史的な成果

の上に、介護保険への準備を見事にやりあげ、

地域福祉事業で着実な成功を収めつつありま

す。そしてこの事業をさらに地域に密着した

ものとして発展させるために、小学校区すべ

てにおいてヘルパー講座を開催し、地域福祉

事業所を開設しようと計画しています。こう

して伊丹は報告者の増田さん（75歳）のよう

な元気な高齢者が活躍する元気な街に変貌し

て行くものと期待されます。

（3）旭川の地域福祉活動

餌剛碩子（北海道労働者協同組合旭川事業所）

「旭川では、精力的にヘルパー講座を開催し、

6つの地域福祉事業所を開設し、4月からの介

護保険の施行に対応してきた。3月段階（措置

制度下）での介護サービスは700時間であった

が、12月には3，000時間になるであろうと予想

されている。先日ケアワーカー集会を開いた

ら200名ほど集まった。介護の質の向上と地域

コミュニティをどうしていくかについて話し

合った。現在、3つの新しい地域福祉事業所開

設の準備をしている。①民家を改造したデイ

サービス、②共同作業所と合同で宅配給食、

③診療所を改造したショートステイ」

　旭111においても、急速に労協・高齢協の地

域福祉事業が、営利企業の進出を抑えて進展

しています。ここでも単に在宅介護だけでな

く、通所介護や給食などの分野への複合化が

すでに力強く始められています。
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（4）筑豊のシイタケ栽培福祉工場

林冨士夫（身体障害者通所授産施設秀峰圓）

　「筑豊では1968年に炭坑が閉山して以降、鉱

害によって地盤沈下が激しくこの復旧のため

に住民が立ちあがり、この地方だけで二兆円

がつぎ込まれたが、この地方の産業と経済の

沈下はますますひどくなっている。」

　「この鉱害復旧の活動と合わせて、幼稚園、

学童保育、不登校対策あるいは障害者授産施

設等の福祉活動を展開してきた。この度、福

祉と農業を結んで筑豊の復興を目指し、現地

の社会福祉法人と労協センター事業団が共同

して、知的障害者が働くシイタケ栽培の福祉

工場を構想し、県に申請をしている。」

「そして、障害者や職員の働き方についても、

関係者全体の幸せに結び付く方法を模索し、

障害者と家族、職員とボランティア、地域の

農家など関係者全てを包含する杜会的協同組

合の方式を活用しようと構想している。」

・筑豊の福祉工場は、まだ認可が下りていな

いということですが、「福祉と農業を結んで」

「社会的協同組合の運営方法で」「筑豊地方の

復興へ」という野心的な構想が早期に実現す

ることを期待したいものです。

2．商店街活性化の新しい試み

（1）シ＝アが商店街を変える

古賀直樹（シニアネット久留米）

　「久留米の六ツ門商店街の空き店舗百五十平

方メートルにパソコン15台を並べた『シニア

情報プラザ久留米』がオープンした。高齢者

が高齢者を教える気楽さからか2ヶ月で受講生

は500人を超えた。」

「必要な経費は、マイクロソフトから1，O00万

円、通産省から500万円、厚生省から100万円

の寄付や助成によってまかなわれた。インス

トラクター養成の受託事業など様々に収入を

求めている。」

　「ホームページの作成技術を活用して、12の

商店街の500店舗について一つづつホームペー

ジ作りに取組んでいる。これには市から1店舗

当たり5万円の助成がある。このホームページ

つくりには「高齢者と店舗と商店街の歴史」

が現れてくる。商店街の思い出の掘り起しに

もなっていて、昔の人のつながりが新たな人

のネットワークを作りだし、商店街の賑わい

にも結び付くものと期待されている。」

　久留米の古賀さんは、「インターネットなど

は直接的な人間関係をさらに希薄にするので

はないか」との質問に対して「このシニアの

人たちは実に生き生きとしている。しかもパ

ソコンに向かっていると妙に人に会いたくな

る。メールでやり取りしている人たちがたま

に直接合って話し合うとさらに深いコミュニ

ケーションが得られる。」と答えました。また、

インターネットの効用について「50坪の空き

店舗の改装はすべてボランティアでやった。

今日は床をこのようにしました。次は壁をX

日にやります。手伝える人は申し出てくださ

いと進行状況をその都度写真を付けてホーム

ページにだしてボランティアを募集するとイ

メージが湧きやすく人がどんどん集まって来

る。」「また、シャルウィダンスのサークルで

も、今日はこんなに集まりましたときれいな

写真でホームページに紹介すると、紙媒体で

宣伝していたときよりもグット人がよく集ま

ります。」と紹介されました。古賀さんは、こ

うしたシニアネットのやり方をどんどん普及

させたい。そしてパソコン・インストラクタ

ーも正式の資格にしてシニアの杜会的参加に

貢献したい。やり方のノウハウはすべて無償

で教えますからどしどし申し出てください、

ということでした。
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（2）安心して暮らせるまちづくりのために

田中武夫（足立区東和銀座商店街振興組合）

「商店街は頼りになる街でなければならない、

との考え方から、足立区内の商店街では「よ

ろず相談所」の看板をあちこちに掲げた。市

役所とも組んで『足立区の安心ネットワーク』

の一環として、地域の人たちが何か困ったこ

とや、ちょっと相談したいときに気軽に立ち

寄れるきっかけを作っている。また、商店街

に2級ヘルパーを配置しようと考え、ヘルパー

講座にも参加している。」

　「さらに、商店街ではNPO的な株式会社を設

立し、地域の様々な仕事（病院内のレストラ

ン・売店・清掃、宅配弁当、魚屋、パン屋な

ど）を事業として地域の人たちの雇用創出の

面でも頑張っている。魚屋は、元の魚屋さん

は赤字に懲りて止め、この会社で清掃の仕事

をしている。この会杜は、商店街に魚屋が無

いのはいけないとの考え方で、依然として赤

字ながら魚屋を経営しつづけている。」

　足立区の田中会長は、商店街の活性化にと

てもあつい’情熱をもって取組んでおられます。

商店街はこれまで街になくてはならないもの

であったし、これからもそうでなければなら

ない。しかし、そうなるためには、商店街は

地域の人たちの頼りになる存在でなければな

らない。地域に貢献してこそ人は商店街に来

てくれる。こう信じて、これを人々に語り続

けつつ、様々な工夫を編み出し試みを発展さ

せています。

（3）商店街の新規事業取組みについて

原田　完（西新遭錦会商店街振興組合）

「この商店街の基本的な考え方は、『地域へ

の貢献を大切にし、お客様と商店街・商店と

の精神的距離を接近させえ、商店街へ足を向

けてもらう』ということである。この考え方

に基づいて、ファックスネットによる御用聞

きに700世帯を組織化している。今度はこれを

インターネットで実現し、さらに充実した地

域コミュニケーションを築いていこうとして

いる。」

　「また、ローカルエリア電子マネーの実験を

進め、将来的には全国各地のカード事業の相

互乗り入れが出きるように、さらに『行政カ

ード』『「医療カード』『クレジットカード』な

どとの多様な発展を展望している。」

　「このほか、空き店舗を利用した商店街給食

サービス、堀子川の親水公園化の運動にもと

りくみ、『住みやすい地域づくり』『人が住み

つづけたいと思う街づくり』を進めている。」

　京都西新道の商店街は、はっきりとした長

期の戦略を立て、じっくり構えながらも着実

に進めているという力強さを感じさせます。

商店街情報の発信や御用聞きについて、これ

までファックスで700世帯をつないできた実績

の上に今度はインターネット活用に移って行

く。さらに各種カードの扱いもこれに連動さ

せて行くといった調子です。

3．コメント

　矢作　弘さん（日本経済新聞社）は、これ

までの報告について、4つのキーワードに沿っ

て、次のようにコメントされました。

①「負の資産」を活用して

　コミュニティ・ビジネス

　各報告では、皆さんが地域の財産・資産を

見直すということをされている。具体的には、

高齢者、空き店舗などこれまで負の資産と見

られていたものを見直して、これをうまく活

用することでコミュニティ・ビジネスを成立

させている。（久留米、深谷、足立）

②パートプー一シップ

　官と民、住民同士のパートナーシップによ
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って、コミュニテイ・ビジネスをいかに育て

るかが一つのポイント（久留米、伊丹、足立）

③地域の歴史的発展

　コミュニティ・ビジネスが登場してくるに

は、それぞれの地域の持っている歴史的背景

の上に成立っている。（伊丹、筑豊）

④運動は目転し広がっていく

　運動やコミュニティ・ビジネスは、いった

ん始まると人のつながりによって、自転をは

じめ、様々な方向に広がっていくものだとい

うことが、報告の中に示された。（久留米、足

立、深谷、旭川）

　これからコミュニティ・ビジネスは、天の

時、地の利、人の和の上に咲くのではないか

と思う。

　八幡一秀さん（作新学院人学）は、同じく5

つのキーワードに沿って、次のようにコメン

トされました。

①創造性

　商業、商店街にも様々な創造性が存在する。

皆さんの事業体も運動体もそれぞれ創造性を

もってやっている。

②利便性

　創造性を出させるものは、地域住民に対す

る利便性である。利便性を発揮する財やサー

ビスを作り出していく。そのことによって、

商店街や運動体が必要とされていく。

③社会性

　そのことによって、地域杜会を維持してい

っているということがある。そこに生まれ育

ち子どもを作りまた彼等をそこで育てていく、

そして美しく老いていく、その杜会は地域の

住民とそこで営業する商店、町工場などなど

で成立っている。この杜会性がなければ利便

性も創造性も発揮しようがない．。

④経済性

　しかし、その事業には一定の経済性が必要

である。この経済性を強くしていかないとい

けない。そして、地域内にお金が回るようよ

うにし、「地域内再投資力」強めねばならない。

⑤公共性

　これらが満足してくると公共性が出てくる。

このようにしてコミュニティ・ビジネスは、

その存立を強めていく。

　コーディネータは、「協同を問う分科会」か

ら「協同を拓く分科会」に脱皮するについて

適切なアイデアを持たないまま当日になって

しまいました。しかし、7つの報告はいずれも

迫力のある内容であり、相互に刺激を与え合

うような鋭さもあったように思います。矢作

さんが指摘されたように、参加者の質問も極

めて具体的かつ実践的なものであり、実際に

「それぞれの地域で協同を拓こう」という強い

意欲が感じられました。

　この分科会での商店街の話は、前日の全体

集会におけるパストラルの小橋さんが語され

た農村の状況とダブって聞こえて来る性質を

持っていました。田舎では農村が消えて行く。

都会では商店街が消えて行く。「どちらが先に

消え去るか」いずれも過疎化と高齢化です。

一方に兼業農家があり、他方に兼業商店があ

る。農業を単に経済だけの目で見るのではな

く、農村の持つ多様な環境保全・景観保全・

文化保全の機能を重視し、総合的な対策が必

要であると同様に、商店街でも単にものの売

り買いに焦点を当てる対策では活性化は不可

能であり、人が生きる街としてのコミュニケ

ーションと文化・ととのった景観とほっとす

る風景、人の賑わい、様々なサービスともの

の流れなどの総合的な機能回復を図らなけれ

ばならないでしょう。3人の報告者の方々がい

うように、商店街は地域に貢献してこそ再生

の道が拓かれるのでしょう。今、ささやかで
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はありますが、若者も高齢者も農村に登場す

る気配があると同様に、商店街にも若者と高

齢者が戻り始めたのでしょうか？

　当日11月26日の読売新聞の社説で紹介され

ていた昔の新潟市の印象（明治初期に日本を

訪れた英国人の女性旅行家の旅行記による）

は、「福祉のまちづくり」において念頭に描き

たい風景と感じられました。

「旧市街は整然として清潔であり、居心地がよ

さそうな街だ。運河に沿って並木道があり、

街路は絵のようだ。実に魅力的である。」
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増田思治さん（兵庫県高齢者生活協同組合）

　わたしの実践報告以外の7箇所からの報告を受け

たが、非常に興味深く、又感銘を受けたことが多

かった。特に、東京足立区と京都の西新道錦商店

の二つの商店街の地域と共に生きるための活動報

告につし、ては頭が下がる思いである。二人のコメ

ンテーターの先生は話も大変参考になり、これか

らの私たちの活動のあり方を明示して頂くことが

できました。はじめてこの集会に参加させて頂き、

良い勉強ができました。感謝しています。今後更

に実践を積み重ね、次回の集会にも元気で参加し

たし、ものです。

高橋芳子さん（山形県高齢者福祉生活協同合）

　今、増加する高齢者とインターネットの活用は

切り離せない関係となり、その点でシニアネット

久留米の報告は時代にぴったりとし、う感がありま

した。また、地域商店街の活性化はどこにも共通

の悩みであり、大変参考になった。

中川太一さん（兵庫高齢協）

　商店街に関する報告が多かったが、要はミニコ

ミュニティづくりにとって一つの核となり得るこ

とを示していると思う。地域福祉事業所やその他

の住民サービスと結びつけることで地域コミュニ

ティを構築できると思う。

伊贋三恵子さん（神奈川県高齢協）

伊丹の増田様、空港騒音公害反対運動、住民組織

の確立は立派だと思いました。神奈川県にも横須

賀から厚木基地まで毎日のように、騒音をまき一ら

らしてうるさくて夜テレビも満足にみられません。

皆で団結してやめさせたし、と思ってし、ます。足立

区の田中様の魚屋さんの30万～50万も赤字をだ

しても住民の為にがんばってし、る様子、原田様の

しっかりしたお話、西陣織がすたれてしまって淋

しい気がします。上に立つ指導者がしっかりして

し、るところは立派にやってし、ると思し、ました。今

日は参加できて本当に良かったと思し、ました。私

は小3の時父を亡くし、大学には行けませんでした

が、今日は立派な学芸大学の門をくぐることが出

来ました。

江田竜也さん（一般）

　色々な地域、社会の二一ズに応じて、時代の流

れの速度につし、て行く事、福祉事業の展開、全く

自分の知らなし、部分など参考になった。

やはり寒かった。目分にこれまで縁のない世界だ

ったので、これから生きてし、く上で非常に参考に

なる部分、情報等を吸収できた。

辻政夫さん（センター事業団藤沢事業所）

　色々な経験で苦労されてし、る人たちの話を聞し、

て大変面白く、ためになりました。目分で何が出

来るかということもあるが、誰にやってもらった

らよし、か、人集めに徹することだと感じました。

コンピューター教室も八一ドはどうするか。場所

はどうするかと悩んでし、ましたが、HPを開いて経

験者を集め訪問教室を行えば解決することを教え

られた。地域に打って出る高齢協をめざして頑張

りたし、。
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